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２ 戸建敷地面積の状況
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第４章 商業地・工業地の状況 

１ 商業系及び工業系の土地・建物の構成と変化 

◆ 住商併用施設の敷地面積、棟数はともに突出しているが減少傾向 

 商工業系建物の中では、住商併用施設が敷地面積、棟数ともに他用途に比べて突出し

ています。一方、その推移をみると減少傾向にあります。 

 建築面積をみると、住商併用施設、事務所建築物は平成 13年以降減少しています。 

 工業系では、専用工場が減少傾向にあり、住居併用工場が微増の状況です。 
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面積などを把握し、商業に関する施策の基礎資料を得ることを目的とするものです。 
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２ 拠点における商業系用途の状況 

◆ 都市活性化拠点の荻窪駅で商業施設の延べ床面積が最も大きい 

 杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画

マスタープラン）の各拠点の土地利用状況を

みるため、各拠点の駅等を中心とした区内の

500ｍ圏内について、商業系用途の延べ床面

積を比較しました。 

 ＪＲ４駅周辺で商業施設の延べ床面積の合

計が最も大きいのは荻窪駅で、高円寺駅、阿

佐ヶ谷駅、西荻窪駅と続いています。商業系

延べ床面積の状況を平成24年と比較すると、

高円寺駅で増加しているほか、荻窪駅で減少

し、その他は、横ばい状況です。全区的に住

商併用施設の割合が高い状況です。 

 また、増減については、南阿佐ケ谷駅・代田

橋駅・八幡山駅などで増加し、その他は概ね

減少しています。 

 区境付近の駅に関しては、杉並区内のみの分

析です。 
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【都市活性化拠点・地域生活拠点ごとの 
商業系延べ床面積の状況】 

【身近な生活拠点ごとの商業系 
延べ床面積の状況】 

※各駅からの距離 500m 圏内について、
GIS データを集計(着色した範囲を集
計 重なった部分については重複し
て集計) 

※杉並区まちづくり基本方針(杉並区都
市計画マスタープラン)を基に作図 

凡 例 
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